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Introduction 

Design students need to study English. Why? 

海外マーケットの拡大 

現地との共同開発 

 英語よりもデザイン演習 

Design students need 
English education for Design! 



Activities 

EDC & Design コラボレーション・プログラム 

学会発表 

イズミル経済大学との産学国際ワークショップ 

スカイプセッション 

デザイン英語テキスト作成（2016年春 出版予定） 

2011年～ 

国際会議：神戸・ノルウェー・東京 

国内グローバル人材育成推進校 

交流希望： ノルウェー・アメリカ・トルコ 

大学訪問 

シンガポール・台湾 

外国人講師によるワークショップ 



学習意欲を継続させる 

デザイン学部生の
学ぶ意欲は高い 

英語を実践する場があれば、ヤル気になるのではないか？ 

デザイン英語プログラムの試行 
いかに英語学習への動機づけを行うか？ 

英語学習への 
モチベーションは 

低い 

英語力の必要性を理解させる 

EDC & Design コラボレーション・プログラム Activities 



Graduate School of 
Cultural Policy and  
Management 

Graduate School of 
Design 

文化政策学部 

デザイン学部 

国際文化学科 

文化政策学科 

芸術文化学科 

生産造形学科 

メディア造形学科 

空間造形学科 

EDC & Design コラボレーション・プログラム Activities 

デザイン学科 

英語は得意 
でも、実践の機会は少ない 

英語は苦手 
でも、実践的演習は得意 



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 
2011 

1st Presentation 
 (日本語) 

Design: デザイン提案 
EDC: Presentation English 

2nd Presentation 
 (英語) 

Collaboration 

10名 

両学部生の協働による 
ブラッシュアップ 

EDC & Design コラボレーション・プログラム Activities 
Program Outline 



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 
2012 

最終プレゼンテーション 
 (to professional designers) 

23名 
優秀プレゼンテーション6組 

EDC & Design コラボレーション・プログラム Activities 



Assumptions on the Program Effectiveness 

実際に外国人デザイナーとコミュニケーションすることに
より英語の必要性を実感した 

他学科（国際）とのコラボレーションによってモチベーショ
ンが高められた 

英語学習への積極的な取り組みが見られた 

2段階のプレゼンテーションにより、自信を高めることが
できた 

EDC & Design コラボレーション・プログラム Activities 



イズミル経済大学とのコラボレーションプログラム 

テーマ：トルコ市場における電動アシスト付自転車ビジネスの提案 

産学国際デザインワークショップ Activities 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
イズミルは古くから文化・経済ともに多様な背景を持つ創造的な都市であり、交通状況の変化や人口増加に伴い、様々な交通インフラの実験が行われてきました。一方、日本では、環境や経済的側面から電動アシスト付自転車が注目されているにもかかわらず、その活用は不十分でした。"Charinko"は、2014年8月に静岡県西部の企業であるヤマハ発動機株式会社とスズキ株式会社の協力を得て静岡文化芸術大学において行われた、Izmir University of Economics(IUE)と静岡文化芸術大学(SUAC)による産学共同国際ワークショップです。事前にイズミルと浜松における調査内容についてSKYPEやFacebookを通じて情報交換を行い、IUE来日後は、両社の施設見学や対象車両の試乗体験技術・市場・デザイン講習を受け、デザイン提案に臨みました。両大学の混成による４つのグループがそれぞれにビジネス提案を行い、グループの一人一人がその専門性を生かしてそのビジネスに対する具体的なデザイン提案を行いました。この冊子は、文化も言語も違う彼らが、短い期間の中夜遅くまで努力し、提案まで漕ぎ着けた成果です。



産学国際デザインワークショップ Activities 

Process 

自転車に関する歴史・技術・ビジネス・市場調査 

英中センター 英会話レッスンにて発表＆ディスカッション 

Facebookグループページ・ SKYPEによる情報交換 

2014.8月ワークショップ 

2014.3月テーマ決定（YAMAHA&SUZUKI協力内諾） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
イズミルは古くから文化・経済ともに多様な背景を持つ創造的な都市であり、交通状況の変化や人口増加に伴い、様々な交通インフラの実験が行われてきました。一方、日本では、環境や経済的側面から電動アシスト付自転車が注目されているにもかかわらず、その活用は不十分でした。"Charinko"は、2014年8月に静岡県西部の企業であるヤマハ発動機株式会社とスズキ株式会社の協力を得て静岡文化芸術大学において行われた、Izmir University of Economics(IUE)と静岡文化芸術大学(SUAC)による産学共同国際ワークショップです。事前にイズミルと浜松における調査内容についてSKYPEやFacebookを通じて情報交換を行い、IUE来日後は、両社の施設見学や対象車両の試乗体験技術・市場・デザイン講習を受け、デザイン提案に臨みました。両大学の混成による４つのグループがそれぞれにビジネス提案を行い、グループの一人一人がその専門性を生かしてそのビジネスに対する具体的なデザイン提案を行いました。この冊子は、文化も言語も違う彼らが、短い期間の中夜遅くまで努力し、提案まで漕ぎ着けた成果です。



産学国際デザインワークショップ Activities 
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産学国際デザインワークショップ Activities 



 
 

 

 

 

ＳＵＺＵＫＩ＆ＹＡＭＡＨＡ 
訪問 

・講義 
・電動アシスト付自転車試乗 

VI & PD提案 

・担当デザイン案 
・プレゼンテーションパネル 

企画立案 

・講義（PASの技術と市場） 
・電動アシスト付自転車貸与 
・ブレインストーミング 

グループ 
プレゼンテーション 

・YAMAHA & SUZUKI 
 デザイナーへの 
 プレゼンテーション 

産学国際デザインワークショップ Activities 

Day 1. 

Day 2. 

Day 3. 

Day 4. 



ＳＵＺＵＫＩ 歴史館＆ＹＡＭＡＨＡコミュニティプラザ訪問 
・講義 
・電動アシスト付自転車試乗 

産学国際デザインワークショップ Activities 
Day 1. 



産学国際デザインワークショップ Activities 

企画立案 
・講義（PASの技術と市場） 
・電動アシスト付自転車貸与 
・ブレインストーミング 

Day 2. 



産学国際デザインワークショップ Activities 

VI & PD提案 
・担当デザイン案 
・プレゼンテーションパネル 

Day 3. 



産学国際デザインワークショップ Activities 
Day 3. 



産学国際デザインワークショップ Activities 
Day 4. 



産学国際デザインワークショップ Activities 



アウトプット 

産学国際デザインワークショップ Activities 



アンケート結果から 

産学国際デザインワークショップ Activities 



産学国際デザインワークショップ Activities 



2015 in Turkey 

産学国際デザインワークショップ Activities 

Marine Products and Services for port cities  



産学国際デザインワークショップ Activities 



RESULTS 

本学の特徴を生かしたプログラム開発 

ＷＳカタログやビデオによる高校生へのPR（学校訪問・オープンキャンパス） 

英語中国語教育センターの活用 

デザイン英語の正式科目化（英語プレゼンテーション） 

イズミル経済大学との国際交流協定締結 

本学独自のデザイン英語教材出版 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11      

生産造形学科 

メディア造形学科 

空間造形学科 

総数 

英語中国語教育センター利用者数 

2013 2014 2015 

国際 
181 

国際 
212 

学生の英語学習への意欲向上 



In the future 

プログラムの多様化 
協力先拡大 

対応教・職員の負担と限界 

限られた参加学生 

国際活動力 
英語力 
向上 

英中センター 
活用 

参加学生 
増強 

課題 

海外の大学と本学学生にとって魅力ある静岡の発掘 

効果的なワークショップマネジメント研究 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
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